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(A) Research background (Previous studies) 

 アラゴナイトがカルサイトに変わる過程について研

究した.アラゴナイトからカルサイトに変わる変化は

サンゴ礁,貝殻,洞窟での堆積物など様々なところで見

られている.この変化の過程では溶液を媒介すること

が必要であり,アラゴナイトが熱水などの溶液に溶け

て,再びカルサイトとして晶出することが知られてい

る.しかし,もとのアラゴナイトと生成したカルサイト

の間の結晶学的関係や,詳しい生成過程については未

だに分かっていない.この論文ではそれらを明らかに

することが目的である. 

(B) Methods 

 試料を２つ用意した.一つはテフロンチューブの中

にアラゴナイトの単結晶とともに CaCl2 水溶液と

Na2CO3 水溶液を入れた.もう一つはテフロンチューブ

の中にアラゴナイトの単結晶と Na2CO3 水溶液

(Na2CO399.8％18O,H2O97％)を入れた.前者は 200℃で 4

週間保持し、後者は 200℃で 7 週間保持した.その後,

冷却したのちに,テフロンチューブ中から取り出し,脱

イオン水によって洗浄した.この試料について BSE 解

析法, EBSD 解析,ラマン分析を行った. 

(C) Results and Discussion 

 BSE での分析では像の明暗から,アラゴナイトの単

結晶からカルサイトが出来ていることが確認できた.    

また ,反応後の試料はひび割れや穴が多く見られ

た.EBSD の分析では試料の方位を分析した.生成した

カルサイトの方位は揃っておらず,アラゴナイトとカ

ルサイトの間に結晶学的方位関係は成り立っていなか

った.ラマン分析ではカルサイト中の 18O 濃度を見て,

溶液の動きを予想した.18O は試料の外側に存在するカ

ルサイトだけでなく,試料の内側のカルサイトにも存

在していた.このことから,溶液は試料内部まで入り込

んでいたことがわかった. 

これらの結果より,アラゴナイトからカルサイトへの

変化の過程を考えた.まず溶液がひび割れや穴ができ,

そこに溶液が入り込むことで全体に溶液が供給される.

溶液と接しているアラゴナイトはその溶液に溶け出し,

代わりにカルサイトが晶出する.このときカルサイト

はもとのアラゴナイトの結晶構造に関係なく晶出して

いく. 

(D) Conclusions (including Problems of the paper, 

Remarks, Relation to your own study etc) 

 BSE, EBSD, Raman spectroscopy などで観察すること

で、アラゴナイトからカルサイトに変わる過程の詳細

について明らかになった.ひび割れや穴を通して内部

まで溶液が供給され,カルサイトが晶出する.また,両者

に結晶学的方位関係はない.
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